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遠
い
祖
先
の
心
を
伝
え
る

習

俗

風

俗

渡

り

神

輿

・

高
畠
神
社
｜
南
保
．

(1) 

火
原
始
時
代
か
ら
、
火
は
悪
魔
を
払
う
神
と
し
て
人

類
か
ら
あ
が
め
恐
れ
ら
れ
て
き
た
。

火
を
燃
す
祭
り
に
は
、
熊
野
の
火
祭
リ
、
鞍
馬
の

火
祭
り
や
富
士
吉
田
の
火
祭
り
な
ど
は
、
古
い
歴

史
と
伝
統
を
も
っ
神
事
と
し
て
有
名
で
あ
り
、

火
を
燃
す
一
祭
り
は
、
悪
魔
を
払
い
、
ま
た
病
虫
害

を
駆
除
し
豊
穣
祈
願
の
た
め
の
神
事
と
し
て
行
わ

れ
る
。

南
保
高
畠
神
社
は
、
も
と
熊
野
神
社
と
称
し
、
火

渡
り
神
輿
の
神
事
は
明
治
三
十
五
i
六
年
頃
、
コ

レ
ラ
の
大
流
行
の
年
に
悪
病
退
散
を
祈
願
し
て
行

な
わ
れ
た
の
が
初
め
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
祭
礼
は
毎
年
四
月
十
二
日
に
行
わ
杓
、
近
郷

で
は
珍
ら
し
い
火
渡
り
神
輿
が
今
も
な
お
続
い
て

い
る
。

修
械
の
儀
式
が
終
る
と
神
輿
は
午
後
二
時
頃
か
ら

部
落
へ
渡
御
さ
れ
る
、
渡
御
が
終
っ
て
神
輿
が
神

社
へ
還
御
さ
れ
る
頃
は
既
に
夜
半
に
達
す
る
の
が

通
常
で
、
神
輿
が
神
社
の
境
内
に
入
る
と
き
に
こ

の
火
渡
り
が
行
な
わ
れ
る
。

神
社
か
ら
部
落
へ
通
ず
る
参
道
の
両
側
に
約
百
個

の
わ
ら
東
の
タ
イ
マ
ツ
が
組
ま
れ
、
次
々
に
火
、
か

つ
け
ら
れ
る
。

「ヤ
l
ヤ
｜
」
の
掛
声
で
供
の
高
張
提
灯
が
高
く

振
ら
れ
、
若
衆
連
に
担
が
れ
た
神
輿
が
左
右
に
ゆ

さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
火
と
煙
の
中
を
進
み
、
境
内
の

入
口
に
特
別
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
燃
え
さ
か
る
わ

ら
東
の
山
を

一
気
に
突
破
す
る
光
景
は
ま
さ
に
祭

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

や
が
て
神
輿
は
境
内
を
練
リ
廻
リ
火
渡
リ
の
神
事

は
終
り
を
告
げ
る
が
、
そ
の
頃
は
既
に
夜
明
け
に

至
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

写
真
は
も
え
さ
か
る
火
の
上
を
突
破
す
る
神
輿

守
t

’ヲ、
u
n
H
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朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
と
の
た
び
、

朝
日
町
文
佑
財
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
新

し
く
次
の
二
件
を
町
の
文
他
財
と
し
て
指

定
し
ま
し
た
。

な
お
、
と
れ
で
町
指
定
の
文
化
財
は
有

：減税~泰樹繰桝議長：
i.:fl時橋建愛憎新宿野手：

有

形

文

化

財

務第
A

マ

境

関

所

資

料

（
類
従
旧
例
古
格
）

類
従
旧
例
古
格

三
冊

2. 

関
所
御
囲
絵
図

二
枚

務務

天

然

記

A

一応

物

南
保
川
原
昇
天
の
松

ひー

形
無
形
あ
わ
せ
て
二
十
七
件
と
な
り
ま
し

た。機物
有
形
文
化
財

境
関
所
資
料

上
類
従
旧
例
古
絡

乞
関
所
御
囲
絵
図

境
関
所
は
艇
長
十
九
年
、
加
賀
踏
の
関

所
と
し
て
正
式
に
開
設
さ
れ
、
初
代
奉
行

長
谷
川
宗
左
エ
門
を
初
め
と
し
て
、
明
治

二
年
廃
聞
に
至
る
ま
で
の
約
三
百
六
十
年

間
、
四
十
二
代
泰
行
茨
木
痕
五
左
ヱ
門
を

最
後
に
境
関
所
史
の
幕
を
閉
じ
た
が
、
類

従
旧
例
古
格
は
、
そ
の
通
関
に
つ
い
て
の
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（
南
保
川
原
昇
天
の
松〉

〈上は関所御園絵図）

取
扱
い
規
則
や
判
例
な
ど
を
記
録
し
た
も

の
で
す
。

関
所
細
菌
絵
閣
は
、
天
明
五
年
に
滋
の

命
に
よ
っ
て
関
所
に
お
い
て
三
部
作
成
し

た
も
の
の
中
の

一
部
で
、

一
枚
は
関
所
の

機
構
の
全
体
図
で
あ
り
他
の

一
枚
は
奉
行

所
の
内
部
構
造
を
図
に
表
わ
し
た
も
の

で
、
共
に
関
所
の
資
斜
と
し
て
貴
重
な
も

の
で
あ
り
ま
す
。

後
天
然
記
念
物

1

南
保
川
原
昇
天
の
松

南
保
川
原
併
天
の
松
は
、
桜
町
大
山
作

造
氏
の
所
有
管
理
に
あ
る
も
の
で
、

元
県

の
史
跡
天
然
訊
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た

が
、
新
に
県
の
保
護
条
例
の
制
定
に
伴
い

解
除
さ
れ
て
い
た
、
こ
の
松
は
、
目
通
り

四
・
六
メ
l
卜
y
、
樹
令
約
四

O
O年
と

推
定
さ
れ
、
町
所
在
の
松
樹
の
中
で
段
大

の
も
の
で
、

二
樹
並
ん
で
、
雄
溜
壮
麗
な

風
格
を
表
現
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
改
め

て
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。
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美
し
く

公
園
化
さ
れ
る

宮
崎
海
岸

環
憧
境
整
備
事
業

＋

国
鉄
越
中
宮
崎
駅
前
の
海
岸
は
、
さ
き

に
自
然
と
風
致
に
マ
ヮ
チ
し
た
階
段
式
護

岸
堤
が

一
部
築
造
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
で

は
四
十
九
年
度
か
ら
宮
崎
海
岸
を
さ
ら
に

景
観
と
割
和
の
と
れ
た
海
岸
つ
く
り
の
た

め
、
昨
年
九
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
こ

の
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
海
岸
公
闘
が
完
成
さ

れ
ま
し
た
。

7
I
4
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U

e
A
J
j
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工
事
は
、
浪
答
防
止
の
階
段
式
殺
岸
堤

（
六
段
）
を
つ
く
り
、
そ
の
う
し
ろ
に
観

光
客
の
危
害
防
止
と
美
観
を
か
ね
た
組
白

塗
り
の
ガ
l
ド
パ
イ
プ
が
張
り
め
ぐ
ら
さ

れ
た
排
水
路
が
あ
り
、
ま
た
中
央
部
は
グ

リ
ー
ン
ベ
戸
卜
と
な
っ
て
お
り
、

ク
ロ
マ

ツ
や
ト
ベ
－
フ
を
植
樹
し
芝
も
張
り
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
旅
館
側
に
は
浜
砂
利
が

敷
か
れ
た
二
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
が
西
北

に
結
ぼ
れ
、
県
立
自
然
公
園
に
ふ
さ
わ
し

く
、
美
し
い
き
れ
い
な
海
岸
環
境
と
な
り

ま
し
た
。

(2) 
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緑
の
大
敵

円
い
力
シ配い
U
九
一

大
切
な
街
路
樹
、
庭
木
等
を
喰
い
あ
ら

す
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
温
治
し
、

美

し
い
緑
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

と
の
害
虫
は

一
年
に
二
回

（
六
月
、
九

月
）
発
生
し、

幼
虫
は
桜
、
梅
、
姉
、
そ
の

他
三
百
種
以
上
の
樹
木
を
食
害
し
ま
す
。

六
月
と
八
月
頃
、
葉
に
無
数
の
卵
を
う

み
、
十
日
ぐ
ら
い
で
幼
虫
（
白
い
毛
虫
）
に

な
り
愚
初
葉
に
糸
を
は
い
て
燥
を
作
り
、

そ
の
中
に
祭
っ
て
い
ま
す
が
、
数
日
す
る

と
分
散
し
て
動
き
だ
し
木
全
体
に
広
が
り

葉
を
食
べ
だ
し
志
す
。

防
除
法
は
、
幼
虫
が
巣
に
か
た
ま
っ
て

い
る
枝
葉
を
切
り
取
っ
て
焼
き
す
て
る
か

足
で
踏
み
つ
ぶ
す
方
法
が
最
も
効
果
的
で

す。幼
虫
が
大
き
く
な
り
、
木
全
体
に
広
が

り
ま
す
と
薬
剤
で
防
除
し
ま
す
。農
薬
は
、

デ
ィ
プ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
を
一

O
O
O
借

に
、
水
和
剤
ニ
O
OO
信
に
う
す
め
て
散

布
し
ま
す
。
ま
た
防
除
機
は
町
に
三
合
設

・4
1

、一一

ー
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ほ
し
、
貸
し
出
し
ま
す
の
で
近
所
あ
る
い

は
町
内
会
ぐ
る
み
で

一
斉
に
防
除
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（写
真
は
食
い
荒
さ
れ
つ
つ
あ
る
樹
木
）

笠
間
き
変
え
ら
れ
る

朝
日
町
の
地
図

町

道

泊

i
桜
町
線

織
改
良
工
事
完
成
繍

医
科

地
方
生
活
閤
重
要
幹
線
泊
路
と
し
て
、

国
開
補
別
事
業
の
町
道
、
泊

t
桜
町
制
改

良
工
事
の
四
十
九
年
度
工
事
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ぎ
し
た
。

ζ

の
線
は
、
国
道
八
号
線
1
統
合
中
学

建
設
予
定
地
J
町
南
保
J
桜
町
へ
通
ず
る

延
長

一
四
O
Oメ
1
ト
W
、
巾
員
、
十
l

十
六
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
す
。

四
十
九
年
度
工
事
は
統
合
中
学
入
口
i

町
南
保
地
区
の
延
長
三
ハ

δ
メ
l
ト

ペ

巾
員
十
メ
ー
ト
ル
’
を
施
工
し
ま
し
た
。

五
十
年
度
に
は
、
統
合
中
学

t
国
道
関

の延長五百メートル、巾員十六メl

トWとして、実施される予定です。

（写真は改良された削l桜川線道路
｜中の川より泊ケ任団地を慰む）

可寧

五 み再
保

月 な 開
迫 料険さ五一

十 ん年

一 へ 金年
つの

日
て 納

ま 力日 い期
で 入

p 宮弘
の

ま限
す が

五
年
年
金
加
入
者
が
、
老
隔
年
金
を
受

け
る
に
は
、
保
険
料
を
五
律
問
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
四
十
八
年
十

月
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
に
加
入
申
出
を
し
て
、
五
年
作
金
の
被

保
険
者
に
な
っ
た
人
は
、

申
出
を
し
た

月
か
ら
五
年
胡
納
め
る
こ
と
に
す
る
と
、

年
金
を
受
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に

七
十
才
を
過
ぎ
て
し
ま
う
人
も
あ
り
ま
す

の
で
、
昭
和
四
十
五
年
に
聞
か
れ
た
五
年

年
金
の
加
入
者
と
同
様
の
附
期
か
ら
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
四
十
五
年

六
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

一
カ
月
に
つ

き
九
の
む
円
を
泊
納
す
る
乙
と
が
で
き
ま

す
。ζ

の
よ
う
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
と

と
の
で
き
る
保
険
料
の
納
期
限
は
五
月
三

十

一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
十

五
年
六
月
分
か
ら
五
年
聞
の
保
険
料
を
納

め
た
人
の
年
金
の
支
給
開
始
は
五
十
年
七

月
と
な
り
ま
す
の
で
、
支
給
に
さ
し
っ
か

え
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納

め
て
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

受
給
権
者
の
皆
さ
ん

今
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

閣
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
、
単
母

子
年
金
、
遺
児
年
金
募
婦
年
金
の
受
給
権

者
は
、
毎
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
「
国

民
隼
金
受
給
梅
者
現
況
届
」
を
市
町
村
役

易
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
の
現
配
属
は
、
受
給
催
者
が
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

跡
地
認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
重
要
な
も
の

で
す
。

現
況
届
の
生
存
の
事
実
に
つ
い
て
、
市
町

村
長
の
証
明
を
受
け
、
年
金
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
弔
慰
金

該
当
の
方
は

至
急
手
続
を

戦
没
者
の
遺
族
で
公
務
扶
助
料
又
は
遺

族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
者
が
い
な
い

場
合
に
戦
没
者
の
酎
慰
霊
の
た
め
に
次
の
よ

う
な
遺
族
の
力
に
三
万
円
（
十
年
償
還
の

国
債
）
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
五
十
年

五
月
二
十
八
日
で
時
効
に
な
り
ま
す
。

一
、
附
和
問
十
年
四
月

一
白
か
ら
、
昭

和
四
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の

聞
に
、
公
務
扶
助
料
文
は
遺
族
年
金

を
受
け
て
い
た
者
が
、
昭
和
四
十
七

年
三
月
三
十

一
日
現
在
ま
で
に
死
亡

し
た
り
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
失

権
し
た
場
合
の
戦
没
者
の
遺
族
。

一一
、
間
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
附
和

四
十
七
年
四
月

一
日
の
聞
に
遺
族
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
み
受
け
た
者

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
ま
た
は
弔
慰

合
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
戦
没
者
の
遺
族
。

該
当
さ
れ
る
方
は
至
急
住
民
課．
mm祉
係

で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(3) 

lユ
学才
校か
入ら

朝
日
町
で
は
母
子
家
庭
の
安
定
と
保
健

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
四
月
一

日
か
ら

母
子
家
庭
の
児
童
の
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
対
象
V

朝
日
町
に
住
所
を
有
す
る
満

一
才
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
児
童

八
対
象
疾
病
V

全
疾
病

ハ
助
成
額
V

社
会
保
険
各
法
そ
の
他
医
療
に
関
す
る

法
令
等
に
基
づ
く
負
担
額
を
仲間
除
し
た
額

の
二
分
の
一

〈
助
成
の
＋
刀
法
V

受
診
し
た
勘
合
医
療
機
関
の
窓
口
で

一

部
負
担
金
を
支
払
い
、
盟
月
に
母
子
医
根

山
氏
則
成
申
請
轡
を
医
僚
機
関
に
拠
出
し
て

領
収
筒
欄
に
一
ヶ
月
分
ま
と
め
て
記
入
し

て
も
ら
い
、
役
場
へ
提
出
し
て
現
金
給
付

を
受
け
る
。

八
手
続
V

保
険
証
、
印
鑑
持
参
の
上
役
場
窓
口
で

助
成
資
絡
葺
録
申
請
を
し
、
受
給
資
防
相
証

の
交
付
を
受
け
る
。

（お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
銀
福
紙
係
へ
）
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乙
の
運
動
は
歩
行
者
、
運
転
者
、
運
転

者
の
雇
主
、
そ
の
他
交
通
に
関
係
す
る
す

べ
て
の
者
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

を
図
り
、
正
し
い
交
通
y
l
wの
実
践
を

習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
と
と

を
目
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に

交
通
事
故
は
人
災
で
す
。
運
転
す
る
あ

な
た
自
身
の
心
梅
え
の
問
題
で
す
。

ネ
仕
難
点
後
を
し
な
い
で
出
発
し
た
り

本一速
度
を
出
し
す
ぎ
て
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら

れ
た
り

＊
南
の
日
ス
リ
ッ
プ
す
る
こ
と
も
考
え
な

い
で
高
速
遭
転
を
し
た
り

＊
人
が
見
て
い
な
い
と
一
時
停
止
を
し
な

か
っ
た
り
す
る
ζ

と
が
交
通
事
故
の
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す

道
路
交
通
法
は
道
路
通
行
で
守
る
べ
き

常
識
的
な
こ
と
が
書
い
で
あ
る
た
め
常
識

法
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

常
識
を
守
る
乙
と
が
あ
な
た
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
い
ろ
い
ろ
な
事
故
を
分
析
し
て
み

ま
す
と
、
必
ず
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

加
害
者
、
被
害
者
の
両
方
に
あ
っ
て
、
そ

れ
が
他
の
原
因
と
重
な
り
合
っ
て
起
と
る

も
の
で
す
。

交
通
事
故
は
や
は
り
人
災
で
す
。
人
災

な
ら
あ
な
た
の
防
衛
運
転
で
ほ
と
ん
ど
防

げ
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
仕
業
点
検
、
道
路
環
境
や
天

候
に
見
合
っ
た
運
転
方
法
、
場
所
に
よ
っ

て
相
手
の
動
き
を
観
察
で
き
る
眼
力
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
判
断
力
、
す
べ
て
は
あ
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な
た
の
ふ
だ
ん
の
心
が
り
で
す
。

交
通
法
規
を
き
ち
ん
と
守
り
悲
惨
な
事
故

を
な
く
し
明
る
い
郷
土
、
平
和
で
明
る
い

家
庭
を
守
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
写
真
は
無
惨
な
交
通
事
故
の
実
態
〉

一

九九，九一
一～ミ
γ

l

a
－－ 

新
入
学
児
童
の

交
通
安
全
に
一
役

＠
連
合
青
年
団

連
合
青
年
間
で
は
、
去
る
四
月
一二
、四、

五
日
、新
入
園
児
、
新
入
学
児
虫
を
対
象
に

交
通
安
全
街
問
迎
動
を
突
絡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ま
す
ま
す
地
え
つ
づ
け
る
交

通
事
故
か
ら
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
歩
行

者
、
特
に
新
学
期
の
お
り
か
ら
、
入
閣
入

学
児
童
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た
も
の
で
す

各
校
下
団
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
乙
ら
し
り
ボ
ン
、
花
等
を
子
供
た
ち

に
手
控
し
、

三
日
間
朝
七
時
三
十
分
か
ら

八
時
十
分
ま
で
、
保
育
所
、
学
校
近
く
の

交
差
煮
に
立
ち
、
指
導
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
年
初
め
て
の
企
画
で
し

た
が
、
幸
に
三
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
運
転
者
、
歩
行
者
の
交
通
安
全
運
動

の
意
識
向
上
に
一
段
と
効
泉
が
上
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

な
お
連
青
で
は
、
択
の
行
事
と
し
て
来

る
五
月
二
十
五
日
に
美
化
奉
仕
活
動
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

交
通
安
全
対
策

協
議
会
開
か
れ
る

－
4

春
の
交
通
安
全
運
動
に
」

「｜

｜
｜
対
応
し
て
｜
｜
」

朝
日
町
交
通
対
策
協
議
会
（
会
長
中
川

窪

一）

で
は
、
去
る
四
月
二
十
八
日
、
朝

日
町
議
会
議
場
に
お
い
て
関
係
諸
団
体
の

代
表
者
が
集
ま
り
、
本
年
度
総
会
を
兼
ね

、
春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に
対
応
し

て
本
年
度
第
一
回
目
の
総
会
を
開
き
ま
し

た
。当

日
は
、
入
善
署
長
を
は
じ
め
、
署
の

係
員
、
入
善
土
木
事
務
所
、
朝
日
町
学
校

長
会
長
、
婦
人
会
、
青
年
団
等
外
、
各
種

団
体
長
が
出
席
し
て
聞
か
れ
、
ま
ず
最
初

に
入
普
響
か
ら
、
原
近
の
交
通
事
故
の
現

況
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
発
表
や
袈
望

な
ど
が
あ
り
、
本
年
度
の
詳
細
な
事
業
計

画
や
安
全
施
設
設
聞
計
聞
な
ど
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
、
さ
ら
に
、
五
月
十
二
日
か
ら

実
施
さ
れ
る
作
の
交
通
安
全
運
動
に
お
け

る
、
準
備
期
間

（
四
月

一
日
i
五
月
十
．

U
）
及
び
、
本
期
間

（
五
月
十
三
日
J
一五

月
二
十

一
日
）
に
お
け
る
特
別
デ
l
の
設

定
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
要
領
に
つ
い
て
獄
…

心
に
意
見
が
交
さ
れ
、
最
後
に
交
通
事
故

品
川
ロ
を
祈
っ
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
ロ

朝
日
町
連
合
婦
人
会
、
朝
日
町
結
核
予

防
母
の
会
で
は
、
四
月
十
八
日
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
総
会
を
聞
き
、
五
十
年
度

役
員
を
選
出
し
、
活
動
日
開
怖
を
決
定
し
ま

し
た
。活

動
目
標

一
、
健
康
管
理
糾
活
動
を
盛
り
あ
げ
ま
し

ょ・
フ
。

家
族
で
み
ん
な
が
健
康
の
喜
び
を
満
喫

で
き
る
こ
と
は
、
最
高
の
幸
せ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
の
工
夫

実
行
に
努
万
し
ま
し
ょ
う
。

①
毎
日
の
く
ら
し
の
中
に
、
コ
一分
間
運

動
（
連
続
体
損

・
腹
筋
運
動
・
な
わ

と
び

・
か
け
足

・
歩
行
等
）
を
根
気

よ
く
気
長
に
続
け
ま
し
ょ
う
。

①
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
め
ざ
し
、

「
保
健
だ
よ
り
」
で
知
ら
さ
れ
る
各

種
の
検
診
に
す
す
ん
で
参
加
し
ま
し

ょ
句
J

。

一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
実
行
、
そ
し

て
お
圧
い
の
体
験
と
他
肢
の
事
び
を

分
か
ち
あ
っ
て
、
地
戚
総
ぐ
る
み
の

健
康
づ
く
り
の
実
績
を
あ
げ
ま
し
ょ

う。

ニ
、
限
り
あ
る
資
源
を
活
か
す
た
め
、
物

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
昨
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
大
量

消
費
、
使
い
す
で
時
代
は
終
わ
り
、
資

掠
節
約
、
物
を
大
切
に
す
る
声
が
高
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に、

①
今
ζ

そ
婦
人
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て

生
活
の
ム
グ
を
見
直
し
、
生
活
の
転

換
を
工
夫
、
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

①
み
ん
な
の
協
力
で
、
生
活
の
簡
素
化

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。
病
気
見
舞
返
し
の
全
廃

。
香
典
返
し
の
簡
素
化
を
金
町
必
ず

実
行
す
る
。

①
不
用
品
交
換
会
、

ノ
l
包
装
運
動
、

防
品
回
収
、
再
利
用
等
の
輸
を
拡
げ

ま
し
ょ
う
。

(4) 

理書会 副 会

宇事記 計 。 室 長 役

員水

島

文

子

（

泊

）

野
田
い
の
（
宮
崎
）

酒
井
三
技
子
（
山
崎
）

松

原

す

み

〈
南
保
）

藤

田

花

子
（
大
家
庄）

水
島
き
く
え

（

境

）

折
谷
喜
美
子
〈
笹

川
）

吉
江
ゆ
き
子
（
五
箇
庄
）

/,I 

す大I~. 路任が え？白 ；自
選さ ど 病 病
削 れ 四院 院
はまと月 lこ
内しし 一 内 だ
税たて自主ミl
を 。 火か 'f't よ
担当 箆山泊ら l師玄 り． 
さ 治病 t曽
れ 先院 員
ま 生へ
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厩曙務費 抑

ス
ポ
ー
ツ
で

体
力
の
向
上
を

い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

お
知
ら
せ

こ
の
ほ
ど
朝
日
町
体
育
協
会
の
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
五
＋
隼
度
事
蝶
計

画
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

5
・
日
歩
こ
う
会

5
・

m
庭
球
大
会

6
・
8

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
・
叩

ニ
市

一
郡
中
学
駅
伝

7
・
ぉ

t
郡

朝

日

、
白
馬
岳
登
山

8
・
3

町
民
水
泳
大
会

8
・
げ

町
民
野
疎
大
会

8
・
M

少
年
野
球
大
会

山
・
目
オ
リ
ヱ
ン
テ
｜
リ
ン
グ

日
・
お

町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
穴

A

窓

口
・
同
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

。

町
民
卓
球
大
会

ー

・
同

町
民
柔
道
大
会

2
・
8

町
民
ス
キ
l
大
会

3
－

H

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5
1
6月
末

創
刊
間
野
球
大
会
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第
四
回

町
民
朝
関
野
球
大
会

五
月
十
九
日

プ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
四
回
町
民
朝
間
野
球
大
会
は
、
き
た

る
五
月
十
九
日
（
月
）
か
ら
毎
日
（
但
し

日
曜
日
は
除
く
）、

小
丸
山
グ
py
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
す
。
参
加
希
望
チ
l
ム
は
ど
し

ど
し
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

。
申
込
要
項

マ
申
込
締
切

マ
申
込
場
所

五
月
十
日
（
土
）

朝
日
町
教
育
要
員
会

。
参
加
費

一
チ
l
ム

二

、
の
む
O
円

（
申
込
み
と
同
時
に
願
い
ま
す
。
）

。
代
表
者
会
睡
眠
及
び
抽
選

マ
日
時

五
月
十
円

（土
古
午
後
七
時

一二
十
分

補
祉
セ
ン
タ
ー

マ
場
所

。
開
会
式

マ
日
時

場小時五
合丸月
、山十

中グ 八
学 ラ白
校 ン （ 

体 ド 日
脊（）
館 雨 午
） 天 iris

の 六

マ
場
所

。
主
催

朝
日
町
体
育
協
会

北
日
本
新
聞
社

朝
日
町
野
原
連
盟

朝
日
町
野
蹴
筏
判
協
会

（写
真
は
早
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を

つ
い
て
行
わ
れ
る
朝
間
野
球
大
会〉

。
主
管

青
年
園
内
研
修
旅
行
参
加
者
募
集

一口
問
崎
J
赤
城
山

l
須
坂

六
月
七
日
l
六
月
十
一
日

ス
を
午
か
し
見
聞
を
広
め
よ
う

チ
ャ
ン

背
年
を
川
町
外
に
派
出
し
、
他
以
の
P
H
年

と
交
流
を
傑
め
る
と
と
も
に
、
風
俗
、
文

化
、
産
業
等
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
、
規

律
正
し
い
生
活
と
、

討
説
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ν
ク
リ
ェ

i
シ
コ
ン
、
野
外
活
動
等
の
研

修
を
通
じ
て
、
自
己
を
鍛
え
友
情
を
探
め

て
も
ら
お
う
と
朝
日
町
教
育
香
員
会
で
は

今
年
も
次
の
要
項
で
ρ

宵
年
国
内
研
修

旅
行
。
を
実
施
し
ま
す
。

六
月
七
日
（
土
）
夜
か
ら

六
月
十
一
日
（
水
）

器
研
修
地

国
立
赤
城
青
年
の
家

須
坂
市
公
民
館

協
見
学
地

高
崎
市
内
、
赤
城
山
、
大
沼

長
野
市
内
、
須
板
市
内

協
参
加
者

朝
日
町
在
住
背
年

三
十
名

盤
参
加
費

一
人

七

、

五

O
O円

調
品
世
加
申
込

五
月
二
十
日

（火
）
ま
で

所
定
用
紙
に
必
ず
必
要
事
項

を
記
入
の

う
え
、
中
込
金

二
、
五

O
O円
を
添
え
て
、

朝
日
町
教
育
委
臼
会
へ
。

際
期
日

務
行
程

第

一
日

七

日

（
土）

泊
発
午
後
十

一
時
三
十
八
分
の
急
行

「越
前
」
に
で
出
発
。
（
車
中
泊
）

第
二
日
八
日
（
日
）

午
前
九
時
に
国
立
赤
減
青
年
の
家
に

入
所
。
同
青
年
の
家
に
て
研
修
（
背

任
の
家
泊
）

第
三
日
九
日
（
月
）

叩同
年
の
家
で
研
修

赤
紙
深
勝
（
国
民
出
合

「
拡

城
緑
風
桂
」
川
）

第

四

日

十
M
（火）

午
前
高
崎
市
内
見
学
、
長
野
市
内

見
学

午
後
長
野
県
須
板
市
青
年
と
交
流

（各
青
年
の
家
へ
分
間
）

第
五
日

十

一
日

（水）

須
坂
市
の
社
会
教
育
施
設
産
業
等
視

察
研
修

泊
着
十
九
時
四
十
分
の
急
行

「
と
が

く
し
2
号
」
に
て
帰
町
。

務
そ
の
他

申
込
用
紙
は
朝
日
町
教
育
委

員
会
に
耐
え
て
あ
り
ま
す
。

午
前

午
後

(m11 

退
職
金
と

税
金
に
つ
い
て

五
十
年

一
月
か
ら
三
月
一三
十

一
一口
ま
で

の
聞
に
退
験
し
て
、
退
職
金
の
支
払
を
受

け
た
人
は
、
そ
の
退
職
金
に
つ
い
て
改
正

前
の
退
陣
収
所
得
控
除
額
に
よ
っ

て
顧
問
氷
徴

収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
は
、

五
十
年

一
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ

る
と
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
改
正
後
の
退

職
所
得
持
除
額
で
計
算
し
た
税
金
よ
り
多

く
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
納

め
過
ぎ
の
説
金
の
還
付
を
受
け
る
ζ

と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
手
続
は
、
そ
の
還
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
が
、
そ
の
人
の
住
所

地
の
税
務
終
に
五
＋
年
六
月
三
十
日
玄
で

に

「
昭
和
五
＋
年
分
の
退
職
所
得
に
対
す

る
源
泉
徴
収
税
額
の
過
納
額
還
付
開
求
．

」
を
脱
出
す
れ
ば
よ
い
ζ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
選
付
請
求
聞
の
用
紙
は
税
務
事
に

用
臨
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
乙
の
組
付

泊
、氷
山
聞
に
は

「
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
緊

」
と

「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す
る
申
告

書
」
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
退
職
金
の
支
払
を
受
け
た

会
社
か
ら
こ
れ
ら
の
鶴
類
の
交
付
を
受
け

て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
勤
続
年
数
に
応

じ
て
、
次
の
金
額
ま
で
は
所
得
税
が
か
か

り
ま
せ
ん
。

勤
続
年
数

(5) 

四 一
イ日 十 十
年 年 年 年

一 一、 、

五 一

8 五0 万

円 円 円 円

た
だ
し
、
在
職
中
に
間
宮
者
に
な
り
、

そ
れ
が
阻
接
の
原
因
で
退
服
し
た
と
き
は

そ
れ
ぞ
れ
汽
〉
O
万
円
加
算
し
た
金
額
。

軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

軽
自
動
態
税
の
賦
課
期
口

〈四
月

一
日

〉
後
に
納
税
義
務
の
発
生
あ
る
い
は
消
滅

が
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
月
割
を
も
っ

て
軽
自
動
車
税
を
課
す
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
外
と
し
て
原
動
機

付
自
転
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
の
う
ち

農
耕
作
業
用
自
動
車
に
つ
い
て
は
月
割
に

よ
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
改
正
で
新
た
に
二
輪
及
び
三
輪
の
軽

自
動
車
が
月
割
に
よ
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

マ’E
泊
叫
．

4
1

・



一
朝

日
町
に
い
の
い
て

～

一
県
民
大
学
文
化
講
演
会
を
一

開
き
ま
す
）

ふ

畿
六

月

十

四

日

畿

一

～

富

山
県
で
は
と
と
し
も
社
会
教
育
の

加

で

き

ま

ず
か
ら
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ム

）
一

環
と
し
て
県
民
大
学
講
座
を
聞
き
、
ン
ス
で
す
。
ど
う
か
と
の
機
を
逃
ざ
す
～

（
中

央

か

ら

著

名

な

文

化

人

を

招

へ

い

し

聴

講

し

て

く

だ

さ

い

。

川

町
文
化
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す

。

日

時

六

月

十

四

日

（

土

）

‘

一

本

年
は

初

め

て

の

試

み

と

し

て

そ

の

午

后

一
時
三
十
分

一

、

一
部
を
地
方
の
市
町
村
の
凹
ケ
所
を
選
会
掛
朝
日
町
体
育
セ
ン
タ
ー

～

（
び
開
訴
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

入

場

無
料

U

｝

そ
の
第
一
回
目
を
わ
が
朝
日
町

に

お

演

題

良

抵

の

人

間

性

と

芸
術

ι

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
催

さ

れ

ま

講

師

新

制

県

文

化

財

専

門

委

邑

（

ん
す

。

新

附

大

学

講

師

～

一

般
の
方
々
ど
な
た
で
も
自
由
に

参

良

質

研

究

家

宮

栄

二

先

生

昭和50年 5月 I0日
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C加藤奨学金〕
奨学生募集

このぼど朝日町では、さきに政加藤清

一氏から町に寄贈された宵英資金を基金

に積立て、その運用から生ずる収益で故

人のご遺志による~nを耐える学生に奨

学金を支給するため、加藤奨学金基金条

例を制定しました。主な要件として町内

居住者の子弟で、 4£Ff!；リ以上の大学に伝

学する健康で品行方正、成紛i艇秀な学生

の学資堕助を行おうとするもので、昭和

50年度は 1人を対象として月額＇.：＞ .000円

になる予定です。

希望者は奨学生願』等を｜町長に出して

選考される乙とになりますが、くわしい

ことは教育委員会に問い合わせてくださ

む＼c

ひ

：三司

、J
－・3
1

2

・、s：
：
：
・
：

さ

家
庭
に
お
願
い
し
て
、

毎
月
あ
る
い
は
、

お
拡
や
正
月
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
が
、

親
元
を
離
れ
て
工
場
・
病
院

・
商
店
な
ど

に
就
職
さ
れ
て
い
る
二
十
五
才
未
満
の
方

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用
す

る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
た
め
、
今
年
度
は
、
さ
ら
に
規
模
を

広
大
し
て
開
設
す
る
ζ

と
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
利
用
希
望
の
方
は
、
電
話
ま
た

は
ハ
ガ
キ
等
で
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

巾
込
先
魚
津
公
共
織
業
安
定
所

品
開
津
市
本
町
一
丁
目
四
番
三
十
二
号

（一
寸
九
三
七
〉

電
話

O
七
六
五
l

二
五

1
0三
六
五

昭
和
五
十

年

度

朝

日
町

学
校
教
育
研
究
会

総
会
開
か
れ
る

去
る
四
月
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、

泊
小
学
校
講
堂
に
お
い
て
、
朝
日
町
立
の

小
中
学
校
の
教
職
員
で
組
織
し
て
い
る
学

校
教
育
研
究
会
の
昭
和
五
十
年
度
の
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
中
川
町
長
、
酒
井
町
議
会

議
長
、
藤
条
教
育
長
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
は
魚
津
教
育
事
務
所
指
導
課
長
沢
泉
彦

吉
氏
等
が
来
資
と
し
て
出
席
。

新
入
会
員
の
紹
介
の
あ
と
、
前
年
度
引

業
及
び
決
算
報
告
な
ら
び
に
本
年
度
事

業
、
予
算
案
を
可
決
し
、
本
年
度
役
員
改

選
を
行
い
総
会
を
終
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
度

朝
日
町

7
1
A守
の
L

親為善
義芳治

(6) 

委
員
長
（
学
識
経
験
者
）
間
部

副
委
員
長
〈

グ

）
清
原

委

員

（

グ

）

広

川

関
係
機
関
代
表
委
員

校

長

会

沢

泉

体

育

協

会

折

谷

迎

合

青

年

団

谷

口

連

合

婦

人

会

野

田

編
集
事
務
担
当
（
総
務
課
）
谷
口

4月13日 （日）行われた富山県議会議

員選挙の結果、下新川郡選挙区では次の

かたがたが当選されました。

なお朝日町における選挙当日有権者数

は13.857人、投摂者総数は12.184人で、

投票率は87.93%で前回投娯率の91.28%

に比べて3.35%T回りました。

鹿熊安正自民党現

笹島太一 自民党現！

柚木春雄 社会党現

広盟
報手

の編 主
顔集度
心＼委

れ員
どき、

庁
内
各
課
広
報
担
当
員

企
画
財
政
課

税

務

課

住

民

課

産

業

課

建

設

課

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

ふ
る
さ
と
の
家

利
用
者
の
募
集

φ
勤
労
青
少
年
の
た
め
に
令

指
周
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
親
元
を

離
れ
て
就
職
さ
れ
て
い
る
勤
労
青
少
年
に

ゐ

品

J

感地欄

者川設め家
こか 折し、庭
の ら 谷 て今 の
「大陸お 年ふ

議 ふ変 ーり度 ん
鋳 る よ さまも凶
鑓 さろん す「気
弱 とこ 宅。ふ を
認 のぼで昨る！床
藤 家れ開 年ざ わ
務 L__ 2主設朝とつ
ぶ はし さ日のて
露 、た れ町家も
校 一 。 、で 」 ら
~~ 般病J はをう
乏 の 用笹開た

議
謀
議

I 欝
態；
!.f1 

ゑ

ぎ
管
有予

繁

華「

選
E音色

議

I 譲
警

あ報 一
昭和32年 8月 8日 付噂
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最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

一
、
無
線
サ
イ
レ
ン
制
御
装
置
取
付
工
事

工
事
費

三
、
ハ
汽

δ
千
円

工

期

四

月

十
日
j
四
月
三
十
日

取
付
箇
所
境
、

宮
崎
、
笹
川
、
南
保

蛭
谷
、
山
崎
、
大
家
圧
、
桜
町
、
泊

「危険物取扱者試験「

」 商い合りせは消防署へ」

危険物取扱話誌験については次のとお

りとなっており該すのでお知らせしま

す。

1.試験の種別 乙lIT!4矧及び丙積危険

物取」没者

1試験の笑施日 6月22日（日）

I.受験［駒市の受付期間 5月10日～

5月20日

受験願書は消防鱈にあります。くわしい

ことは消防署へお問い合わせ下さい。

(TE L 3 -0009) 

，よ〉、,_,,_ 副
会
長

ィア

の挙自
在

己目（

朝

一
一
説
法
十

や

ム

玄

直
一一小

県
投

学
校
教
育
研
究
会
役
員

長

草
野
三
郎
（
泊
小
長
）

漆
間
元
三
（
小
川
中
長
）

沢
泉
吉
治
（
五
筒
庄
小
長
）

町 φ日

新旧

総務 課主主設 5娘、
授 fif!J 技 ffl!i

建 設課総務課
技師技師

教育委員会事務局総務謀
総務課 技 師j技 flili

（昭和501T:4月18日付〉

議朝日町人事異動鯵

量司

名氏

峰田

昌い宗 吉
E の次要治

中 小高折兵池愛
村坂岐谷庫回場

縫謙 俊宏
三二進要務文博

孝志

隆義

大谷

藤田
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三
ね
ん
ね
た
ろ
う

き
ん
い
ろ
の
し
か

朝みんなの
図B 図書館

書町

館立

案

内

一盛豆這塁手

量詰2み

企
所
在
地

さ

朝
日
町
荒
川
三
五
七

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
三
階
）

企
開
館

午
前
八
時
三
十
分

企
閉
館

午
後
五
時
（
日
曜
日
は
正
午
）

＆
休
館

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
祭
日

企
館
外
貸
出

一
回
二
冊
一
週
間

A
す
べ
て
無
料

図
書
館
の
本
の
利
用
は

す
べ
て
無
料

A
こ
ど
も
の
利
用
者
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

昨
年
の
利
用
状
況
で
は
、
小
学
生
が

七
二
九
人
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
う
ち

泊
五
七
六
人
、
五
箇
庄
八
九
人
、
山
崎

二
O
人
、
外
の
地
区
も
徐
々
に
ふ
え
て

い
ま
す
。
今
年
も
大
い
に
利
用
し
ま
し

よいつ。

報…一一 あー広

※
新
し
く
は
い
っ
た
子
供
の
本

お
に
た
の
ぼ
う
し
あ
ん
ま
き
み
こ

子
う
さ
ぎ
ま
し
ろ
の
お
話
さ
さ
き
た
づ

ゆ
き
と
ん
の
お
く
り
も
の
長
崎
源
之
助

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
駅
長
さ
ん
の
話
い

ぬ
い
と
み
こ

ふ
る
や
の
も
り

瀬
田
貞
二

か
た
あ
し
だ
ち
ょ
う
の
エ
N
フ
お
の
き

が
く

日

が

く

れ

る

綜

鳩

十

へつ
ζ

き
あ
ね
さ
が
よ
め
に
き
て

大
川
悦
生

大
川
悦
生

石
井
桃
子

昭和32年 8J!. 8 B 
－第3種郵便勉認可

ふ

え

を

ふ

く

岩

君

島

久

子

グ
リ
ム
童
話
ね
む
り
ひ
め
グ
リ
ム

け
む
り
仙
人

掠

楠

十

と
う
げ
の
お
お
か
み
今
西
裕
行

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
い
ぬ
ウ
イ
l
ダ

ド

イ

ツ

さ

ん

物

語

原

田

一

美

ほ
し
い
ほ
し
い

小

僧

前

川
康
男
踏
切
で
安
全
を
確
認
す
る
こ
と
を
怠
つ

く
ろ
ね
こ
ク
ロ
の
日
ょ
う
日
小
池
タ
ミ
子

一
た
た
め
に
、
的
年
金
国
で
約

、
五
0
0

で

も

ね

せ

ん

せ

い

竹

野

栄

一

人

も
の
人
が
、
死
ん
だ
り
ケ
ガ
を
し
て
い

は

ら

ぺ

乙

お

な

ベ

神

沢

利

子

て
志
す
。

施

の

子

太

郎

松

谷

み

よ

子

一

国
鉄
で
は
、
保
安
設
備
の
改
替
に
毎
年

お
か
あ
さ
ん
の
木
大
川
悦
生
一
多
額
の
経
費
を
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
踏

プ
ラ
プ
一
フ
に
は
ひ
げ
が
あ
る
長
崎
源
之
助

‘
切
を
通
行
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
モ
一
7
N
に

あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た

。

よ

り

、
踏
切
事
故
防
止
に
御
協
力
願
い
ま

三
月
ひ
な
の
つ
き

石
井
桃
子

す。

も

も

い

ろ

の

き

り

ん

中

川
李
枝
子
な
お
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

あ

ほ

う

村

の

九

助

大

川

悦

生

機
よ
い
本
の
紹
介
轡

収
容
所
群
島
（
上
・
下
）

ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
か
ら
ポ
ス
ポ
ラ
ス
海

峡
ま
で
は
ソ
連
全
土
に
小
さ
な
島
が
無
数

に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
そ
の
数
は
誰
も
知

ら
な
い
。
群
島
か
ら
群
島
へ
囚
人
た
ち
を

迎
ぶ
に
は
鋼
鉄
製
の
密
閉
船
（
囚
入
車
桶

）
が
使
わ
れ
る
。

奇
数
日
の
十
七
時
に
は
モ
ス
ク
ワ
の
北

駅
に
北
方
か
ら
の
護
送
車
が
着
く
、
偶
数

日
の
朝
六
時
に
は
西
方
か
ら
の
護
送
車
が

や
っ
て
く
る
。
早
く
、
早
く
、
さ
あ
、

と

っ
と
と
乗
れ
！
乙
こ
で
乗
換
え
さ
せ
ら
れ

た
囚
人
た
ち
は
、
ウ
ラ
N
へ
、
シ
ベ
リ
ア

へ
、
中
央
ア
ジ
ア
へ
、

赤
い
家
畜
輸
送
列

車
の
一
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
な
っ
て
、
時
刻

表
通
り
に
正
確
に
運
行
さ
れ
て
い
く
実
話

が
戦
標
を
覚
え
る
よ
う
な
筆
致
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。

〈
著
者
ソ
山
ペ
シ
エ
ニ
イ
1
ツ
エ
ン
ナ
1
）

（
訳
者
木
村
浩
〉

寸
踏

ーポ切
」り

協事
力~ ！~ 

を止

⑨万一、車が動かなくなったら

（蹴七万非常ボタンのない踏切）(N密切非常ボタンのある路切）

一
、
蹟
切
で
は
、
必
ず
一
互
停
止
、

左
右

の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
通
行
す
る
。

二
、
歯
切
を
渡
る
と
き
は
、
前
方
の
交
通

状
態
に
注
窓
し
、
踏
切
内
で
止
ま
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

一二
、
エ
ン
ス
ト
な
ど
、
車
が
動
か
な
く
な

っ
た
ら
、

直
ち
に
「
踏
切
非
常
ボ
タ
ン

」
や
発
炎
筒
に
よ
り
、
列
車
を
止
め
る

手
配
を
し
ま
し
ょ
う
。
（
車
を
出
す
こ

と
は
、
あ
と
か
ら
で
す
。
）

剛、

踏
切
の
警
報
幽
慣
が
鳴
っ
は
じ
め
た
ら

危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
踏
切
に
入
ら
な

い
、
融
官
報
を
無
視
し
て
入
る
と
途
中
で

し
ゃ
断
機
が
降
り
て
、
踏
切
内
に

「
卜

リ
コ
」
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

後
上
手
な
電
話
の
か
け
方
務

電
電
公
社
で
は
一
度
で
か
か
る
率
を
、

電
話
完
了
率
と
よ
ん
で
、
七
五
%
（
四
回

の
う
ち
一
回
だ
け
が
話
中
と
な
る
）
を
目

棋
に
し
て
、
お
話
し
中
の
多
い
加
入
者
の

方
に
は
、
代
表
培
話
や
靖
信
用
情
話
等
を

お
納
め
し
て
い
ま
す
が
、
加
入
者
の
方
の

ダ
イ
ヤ
ル
ま
占
つ
が
い
は
局
で
は
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
番
号
を
よ
く

確
認
し
メ
モ
を
す
る
な
ど
し
て
、
正
し
く

か
け
て
下
さ
い
。

原
因
と
な
る
多
い
事
故
と
し
て
は

①
ダ
イ
ヤ
ル
を
途
中
で
止
め
る
。

①
相
手
が
出
る
前
に
受
話
機
を
掛
け
る
。

①
ど
れ
だ
け
呼
ん
で
も
出
な
い
。

④
速
距
離
通
話
の
場
合
呼
出
し
音
が
出
る

ま
で

一
定
の
時
間
（
無
音
状
態
）
が
か

か
る
の
で
間
違
っ
た
と
思
っ
て
受
話
器

を
掛
け
る
。

近
く
の
周
と
の
調
査
比
較
は
朝
日
町
が

一
番
低
下
し
て
い
ま
す
の
で
、

完
了
率
の

向
上
に
ど
協
刀
を
お
願
い
し
ま
す
。

朝

日

六

五

・
四

%

入

善

七

三
・
一
%

山中川
部

七

六

・
二

%

魚
津

七

一
・
九

%

(7) 

第
二
十
一
回
富
山
県

歯
の
女
王
選
彰
要
領

歯
の
麗
人
を
選
彩
し
て
、

歯
の
衛
生
思

想
普
及
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
富
山
県

歯
の
女
王
選
彰
会
0

・
も
、
こ
と
し
で
第
二

十

一
回
を
迎
え
ま
す
。

本
年
・も
六
月
四
白
か
ら
は
じ
ま
る
「
歯

の
衛
生
週
間
」
を
協
賛
し
て
、
歯
の
麗
人

を
募
集
し
ま
す
。

学
院
、
職
場
の
誇
り
と
し
て
、
歯
の
健

康
な
万
を
多
数
ど
推
せ
ん
賜
わ
り
ま
す
よ

う、

乙
乙
に
ご
案
内
に
あ
わ
せ
お
願
い
出
申

し
上
げ
ま
す
。

（沼
山
県
蹴
糾
医
師
会
）

実

施

要

領

多
加
資
格

富
山
県
内
に
托
位
す
る
未
婚
の
女
性
で

満
十
八
才
以
上
の
方
、
戦
・
業
を
問
わ
な

い
が
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
。

参
加
方
法

本
人
直
接
ま
た
は
会
社
、
工
場
、
団
保

か
ら
の
推
せ
ん
の
い
ず
れ
で
も
よ
く
、

参
加
さ
れ
る
方
の
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、

職
業
を
明
記
し
、
富
山
新
聞
社

事
業
部
、

ま
た
は
最
寄
り
の
歯
税
医
院

へ
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ
い。

申
込
締
切
り

五
月
三
十
一
日



愛
の
献
血
の
お
ね
が
い
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あ
な
た
の
献
仰
に
よ
コ
て

尊
い
人
命
が
救
勺
れ
ま
す

最
近
、
交
通
事
故
の
ひ
ん
発
や
各
種
の

手
術
の
た
め
緊
急
に
血
汲
の
要
る
・
病
人
の

憎
加
な
ど
で
、
血
液
セ
ン
タ
ー
の
保
存
血

液
が
非
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
富
山
県

赤
十
字
雌
液
セ
ン
タ
ー
で
は
ζ

れ
を
解
消

す
る
た
め
、
県
下
各
地
へ
移
動
廃
血
室
を

一

相
談
ご
と
ご
案
内

一

…
マ
行
政
相
談

一

ん
日
時
毎
月
第
一
火
蝿
日

一

一

午
前
十
時
1
午
後
三
時

－

－
場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

一
マ
人
権
法
律
相
談

一

～
日
時
五
月
二
十
日

一

一

午
前
十
時
l
午
後
三
時

一

一
場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

↑
マ
心
配
ご
と
相
談

－

一
日
時

毎
週
火
曜
日

一

一

午
前
十
時

t
午
後
三
時

一

一
場

所

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

一

T
E
L
一一一

1
0五
七
六

一

一

交
通
事
故
巡
回
相
談

一

一
①

日

時

第

て

第

三
月
曜
日

一

－

午
前
十
時
J
午
後
三
時

一

一

場
所
黒
部
市
彼
所

一

一
①

日

時

第

て

第

三
水
脇
田

↑

ん

午
前
十
時

t午
後
三
時

一

一

場
所
魚
庫
県
総
合
庁
舎

一

ひさ報ー一一 あ広昭和32~ 8月 8日
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動
回
し
て
、
み
な
さ
ん
に
献
血
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
弘
一
朝
日
町
に
お
い
て
・も

次
に
よ
り
街
頭
献
血
を
行
い
ま
す
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

目

時五
月
二
十
二
日

・
六
月
十
二
円
の
両

日
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

場

所朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
広
場

社
会
福
祉
の
地
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
、
貴
重
な
善
意
の
預
託
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
払
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

参
万
円
也道

下

水

よ

和

伸
殿

身
体
障
害
者
相
談
員
と
し
て
昭
和
三
十

三
年
よ
り
四
十
九
年
ま
で
無
事
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
と
と
も
に
社

会
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
た
い
と
寄
せ

ら
れ
た
も
の
。

弐
万
円
也大

家

庄

名

越

静

星

殿

な
く
な
ら
れ
た
静
腸
さ
ん
の
供
養
の
た

め
社
会
稿
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
持
参
さ
れ
た
も
の
。

弐
万
円
也山

崎

名

古

屋

与

吉

殿

な
く
な
ら
れ
た
御
母
堂
つ
よ
さ
ん
の
供

益
の
た
め
社
会
福
祉
の
増
進
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の。

弐
千
円
山

泊

谷

口

敏

明

殿

交
通
安
全
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

敵
同
祭
署
弘
笠
通
し
寄
せ
ら
れ
た
も
の
。

ーお
グめ

’-e 
た

r ~＇.’ を と
、ぷ込品

（
昭
和
五
十
年
四
月
十
五
日
現
在
〉

ご
誕
生

’

0000000000000000000 
山殿南。桜草 。月泊。平。道沼憤笹宮グ境
崎
新町保

MW
叫絡
船

d

O
境魚

開
市

O
宮

崎
平

柳

O
山念。泊

平

（お
す
こ
や
か
に
）

岩
城
克
行
長
女

水
島
盛
康
長
女

崎

前

川

秀

逸

長

男

川

長

井

孝

一

長

男

尾

松

井

達

雄

二

男

保
久
野
木
俊
夫
二
女

下
長
井
網
則

長
男

藤
田
正
光
長
男

折
谷
賢
雄
三
女

。

四

女

尾
山
良
一
長
女

重

野

弘

二

女

沢
田
正
夫
二
男

水
野
正
三
長
男

道
下
幹
夫
長
女

小
川

博

長

男

湯
上
谷
守
長
女

堀
一
武
雄

長

女

自
附
秀
信

長
男

柳山町野

〈お
し
あ
わ
せ
に
）

柳下山

水

島

敏

行

持

寺

は
つ
ゑ

松

本

研

一

板

前
一
京

子

初

沢

修

消
水
笑
智
子

岡

本

路

次

砂
田
す
い
子

孝和 真 玲正大真縦美笑 逮和敬敬健香美
香 千

宏子弓猛子和吾紀子穂紀剛山美志尉吾紘子

O
平

柳

滑
川
市

O
平

柳

魚
律
市

O
東
草
野

東
京
都

O
草

野

O
草

野
笹

川

O
殿

町

沼

保

O
殿
・
町

福
島
県

O
殿

町

境
O
山

崎

宇
奈
月
町

O
山

崎

O
山

崎
入
善
町

O
山

崎
沼

保

O
山

崎
黒
部
市

O
大
家
庄

宇
奈
月
町

O
横

水

入
普
町

O
藤

塚
宮

崎

O
下
山
新

山
手
県

ロ
逝
法
J

。。
蹟境

杉

田

誠

四
十
回
し
の
ぶ

岡

明

彦

中

瀬

佳

藤

条

好

夫

小
泉
美
恵
子

商

品

豊

附

高

島

恭

子

追

分

繁

成

長
井
富
美
子

江

端

悦

郎

山
本
二
三
子

六

弁

文

雄

管
野
喜
美
子

大

井

利

信

水

島

広

美

九

里

悦

雄

森

京

子

長

津

善

元

長
津
千
恵
子

山

本

隆

幸

官
制
ひ
ろ
子

名
古
屋
松
夫

花

房

朝

子

黒

沢

秀

二

中
村
美
津
子

高

瀬

宣

博

島

美

恵

子

沢

井

一

宵

塚

志

美
子

水

島

幸

弘

水

品

玉

栄

水

野

義

開

花

立

信

子

（お
く
や
み
申
し

あ
げ
ま
す
）

尾

市小円
凶
単
一
・
之
助
（
印）

山

口

界

（

臼

）

周一一・4月の町内交通事故数ーー・1 O
沼

O
平

O
道

O
月

0
0
 

0
南

O
グ

O
刺

O
山

0
0
 

O
大
家
庄

O
下
山
新

O
金

山

印銅
郵〉立送策
便 JliU:.f交
番発
号側料所行

山下柳保

(8) 

保

安
達
セ
キ
（
訂
）

大
弁
芳
松
（
刊
）

岩
田
照
之
（
制
〉

西
国
畳
二
（
印
〉

西
村
あ
い
〈
但
〉

佃

博

（

科

）

松
下
智
恵
〈
五
ヶ
月
）

山
崎
あ
や
（
加
）

久
我
口
き
よ
〈
幻
）

名
古
屋
つ
よ
（
出
）

名
越
静
陽
（
引
〉

水
野
ひ
ろ
（
訂
〉

谷

口

ハ

W
エ
（
印
〉

崎野
負傷者

8 

11 

3 

死者

。
。
。

件数

6 

3 

9 

月

1月～3月

本年累計

4月

朝

日

町

役

場

師

岡

越

印

刷

十

二

円

六

円

九
三
九

l
O七


